
ム
を
指
し
て
い
る
。
近
代
西
欧
医
学
に
な
い
も
の
と
し
て
指
弾
さ
れ
る

脾
臓
に
つ
い
て
い
え
ば
、
形
体
や
位
置
・
主
機
能
か
ら
膵
臓
に
比
定
さ

れ
る
に
し
て
も
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
十
二
指
腸
や
冑
機
能
、
さ
ま
ざ

（
閂
）

ま
な
内
分
泌
機
能
を
含
め
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
。

そ
こ
で
、
五
蔵
の
中
か
ら
、
「
肝
」
を
取
り
上
げ
、
現
代
の
「
肝
臓
」

と
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
が
あ
る
の
か
を
病
証
を
材
料
に
検
討
し
て
み

た
。
中
国
伝
統
医
学
で
い
う
「
肝
」
の
シ
ス
テ
ム
は
「
肝
」
を
中
心
に

し
て
「
胆
・
目
・
足
厭
陰
肝
経
・
筋
・
怒
」
な
ど
関
連
し
て
い
る
が
、

「
肝
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
中
心
に
あ
る
「
肝
」
と
い
う
蔵
は
「
肝
臓
」

と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

肝
炎
や
肝
硬
変
な
ど
の
「
肝
臓
」
の
病
証
と
比
較
し
た
「
肝
」
病
証

は
次
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。

①
「
霊
枢
』
経
脈
篇
の
足
厭
陰
肝
経
の
経
脈
病
証

②
足
厭
陰
肝
経
の
経
穴
の
主
治
症

③
そ
の
他
「
内
経
」
に
散
在
し
て
い
る
「
肝
」
病
証

た
と
え
ば
①
の
病
証
を
見
て
み
る
と
、

是
動
病
ｌ
腰
痛
不
可
以
悦
仰
・
丈
夫
瘡
痂
・
婦
人
少
腹
腫
・
甚
則

晦
乾
・
面
塵
脱
色

所
生
病
ｌ
胸
満
・
嘔
逆
・
喰
泄
・
狐
疵
・
遺
溺
・
閉
涯

と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
明
ら
か
に
「
肝
臓
」
病
証
と
思
わ

れ
る
も
の
は
「
胸
満
・
嘔
逆
・
喰
泄
」
で
あ
る
が
、
逆
に
い
え
ば
「
肝

臓
」
病
証
の
「
倦
怠
感
・
発
熱
・
頭
痛
」
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

の
が
知
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
②
や
③
を
み
て
み
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。

森
鴎
外
（
一
八
六
二
～
一
九
二
二
）
は
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
、
念

願
の
洋
行
を
実
現
す
る
。
陸
軍
二
等
軍
医
の
地
位
で
陸
軍
衛
生
制
度
調

査
お
よ
び
軍
陣
衛
生
学
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
留
学
を
命
じ
ら
れ
た
。

日
本
が
ド
イ
ツ
医
学
に
範
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に
は
、
明
治

二
年
一
月
二
十
三
日
、
行
政
官
よ
り
医
学
校
取
調
の
事
を
命
ぜ
ら
れ
た

中
国
伝
統
医
学
で
い
う
「
肝
」
は
、
「
肝
臓
」
と
あ
る
程
度
か
か
わ
り

が
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
別
の
も
の
を
想
定
し
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の

こ
と
は
心
包
・
三
焦
が
「
無
形
」
で
あ
る
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。

今
回
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
中
国
伝
統
医
学
の
「
冑
」
は
「
胄
聾
○
白
四
ｇ
」

に
相
当
し
な
い
な
ど
を
含
め
て
も
、
中
国
伝
統
医
学
の
蔵
府
観
は
、
現

代
医
学
の
臓
肺
観
か
ら
切
り
離
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

毎
汪
】

（
一
）
（
二
）
両
者
を
区
別
す
る
た
め
に
、
中
国
伝
統
医
学
の
蔵
府
に
は
「
蔵
」
を

つ
け
ず
、
現
代
医
学
の
臓
朏
の
場
合
「
臓
」
を
つ
け
た
。

（
三
）
林
克
「
五
臓
の
五
行
配
当
に
つ
い
て
’
五
行
説
研
究
そ
の
こ
『
中
国

思
想
史
研
究
』
第
六
号
、
二
七
頁
、
一
九
八
四
。

（
四
）
石
田
秀
実
一
中
国
医
学
思
想
史
三
三
四
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、

一
九
九
二
・

（
平
成
五
年
四
月
例
会
）

森
鴎
外
と
医
学
留
学
生
た
ち

111

崎
光
夫
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岩
佐
純
、
相
良
知
安
の
建
議
が
重
要
視
さ
れ
た
。
日
本
の
近
代
医
学
の

主
流
を
占
め
て
い
た
和
蘭
の
医
書
の
多
く
が
ド
イ
ツ
医
書
の
翻
訳
で
あ

る
と
い
う
事
実
に
説
得
力
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
、
普
仏
戦
争
（
一
八

七
○
～
七
一
）
で
勝
利
を
お
さ
め
た
プ
ロ
シ
ア
は
、
富
国
強
兵
、
文
明
開

化
を
め
ざ
す
明
治
新
政
府
の
格
好
の
手
本
と
も
な
っ
て
い
た
。
明
治
二

年
五
月
、
医
学
教
育
に
、
ド
イ
ツ
医
学
を
採
用
し
、
プ
ロ
シ
ア
の
教
師

二
人
を
招
聰
す
る
の
廟
議
が
決
せ
ら
れ
た
。

鴎
外
は
明
治
十
七
年
八
月
二
十
四
日
、
仏
船
メ
ン
ザ
レ
エ
号
で
横
浜

く
ま
が
わ
む
ね
お

を
出
港
。
同
乗
の
医
家
に
、
片
山
國
嘉
、
隈
川
宗
雄
、
萩
原
三
圭
、
長

興
稻
吉
な
ど
が
い
た
。
十
月
十
一
日
、
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
た
。

当
時
、
ド
イ
ツ
に
は
日
本
の
近
代
化
を
支
え
る
政
治
、
法
律
、
軍
事
、

教
育
、
医
学
な
ど
多
方
面
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
滞
在
し
て
い
た
。
鴎
外

も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

い
し
ぐ
ろ
た
だ
の
り

写
真
は
医
学
留
学
生
た
ち
が
、
石
黒
忠
恵
陸
軍
省
医
務
局
長
を
中
心

に
一
堂
に
会
し
た
有
名
な
シ
ョ
ッ
ト
で
あ
る
・
石
黒
は
明
治
二
十
年
（
一

八
八
七
）
九
月
、
ド
イ
ツ
の
バ
ー
デ
ン
国
都
カ
ル
ル
ス
ル
ー
エ
で
開
催
さ

れ
る
第
四
回
赤
十
字
国
際
会
議
に
政
府
委
員
と
し
て
出
席
す
る
た
め
、

七
月
に
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
て
い
た
。

写
真
に
撮
っ
て
い
る
の
は
、
森
林
太
郎
（
鴎
外
）
、
石
黒
忠
恵
の
ほ
か

か
わ
も
と
じ
ゆ
う
じ
ろ
う

に
、
河
本
菫
次
郎
（
の
ち
の
主
な
経
歴
・
以
下
同
．
東
大
初
代
眼
科
教
授
）
、

た
け
し
ま
つ
と
む

や
ま
ね
ま
さ
つ
ぐ

武
島
務
（
ド
レ
ス
デ
ン
に
て
客
死
）
、
山
根
正
次
（
日
本
医
学
校
初
代
校
長
）
、

な
か
は
ま
と
う
い
ち
ろ
う

さ
か
た
せ
ん
ぞ
う

中
濱
東
一
郎
（
日
本
保
険
医
学
協
会
会
長
）
、
佐
方
潜
造
（
不
明
。
鴎
外
日

は
ま
だ
げ
ん
た
つ

記
に
「
駐
英
公
使
の
族
人
な
り
」
と
あ
る
）
、
濱
田
玄
達
（
日
本
産
科
学
の
パ

た
ぐ
ち
か
ず
よ
し

し
ま
だ
た
け
つ
ぐ

イ
オ
ニ
ア
）
、
田
口
和
美
（
日
本
解
剖
学
会
会
頭
）
、
島
田
武
次
（
宮
城
病
院

か
と
う
て
る
ま
ろ
か
た
や
ま
く
に
よ
し

婦
人
科
産
科
長
）
、
加
藤
照
麿
（
昭
和
天
皇
侍
医
）
、
片
山
國
嘉
（
日
本
法
医

た
に
ぐ
ち
け
ん

学
の
パ
イ
オ
’
一
ア
）
、
谷
口
謙
（
不
明
。
明
治
二
十
二
年
十
一
月
六
日
帰
国
）
、

き
た
が
わ
お
と
じ
ろ
う
せ
が
わ
ま
さ
と
し

北
川
乙
次
郎
（
和
歌
山
県
立
病
院
長
）
、
瀬
川
昌
耆
（
東
京
小
児
科
病
院
設

き
た
ざ
と
し
ば
さ
ぷ
ろ
う

立
）
、
北
里
柴
三
郎
（
破
傷
風
菌
の
純
粋
培
養
、
ジ
フ
テ
リ
ア
の
血
清
治
療
、

え
ぐ
ち
の
ぼ
る

ペ
ス
ト
菌
発
見
）
、
隈
川
宗
雄
（
日
本
医
化
学
の
パ
イ
オ
’
一
ァ
）
、
江
口
襄

お
ざ
わ
し
ゆ
い
ち

（
大
阪
城
南
病
院
長
）
、
尾
澤
主
二
明
治
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日
上
海
に

て
客
死
）
。

江
口
裏
尾
澤
主
一

北
里
柴
三
郎
隈
川
宗
雄

瀬
川
昌
耆

北
川
乙
次
郎石

黒
忠
塵

谷
口
鎌

加
藤
照
麿
片
山
國
嘉

島
田
武
次

濱
田
玄
達
田
口
和
美

佐
方
潜
造

中
濱
東
一
郎山

根
正
次

武
島
務

河
本
重
次
郎

森
林
太
郎

（
鴎
外
記
念

本
郷
図
阿
館
蔵
）
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著
者
は
、
昭
和
十
年
大
阪
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
眼
科
学
を
専
攻

す
る
か
た
わ
ら
、
医
史
学
的
研
究
を
さ
れ
た
。

研
究
方
法
の
特
徴
は
、
常
に
現
地
を
訪
ね
て
資
料
を
収
集
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
精
力
的
研
究
方
法
を
、
昭
和
十
九
年
四
月
に
眼
科
学
教

授
と
し
て
赴
任
以
来
実
行
さ
れ
て
い
る
。

現
在
ま
で
に
発
表
し
た
著
書
、
論
文
は
極
め
て
多
い
が
、
『
日
本
眼
科

史
」
（
昭
和
二
十
九
年
）
、
『
阿
波
医
学
史
』
（
昭
和
四
十
五
年
）
、
『
徳
島
県

医
師
会
史
」
（
昭
和
五
十
一
年
）
、
「
阿
波
の
蘭
学
者
」
（
昭
和
五
十
七
年
）
、

の
堂
而
“
父
紹
介
◇
内
巽
両
坐
誌
必
黛
泌

の
ち
に
日
本
の
医
学
界
を
背
負
っ
て
た
っ
た
鐸
々
た
る
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
。明

治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
七
月
五
日
、
鴎
外
は
ベ
ル
リ
ン
を
離
れ

帰
国
の
途
に
つ
い
て
い
る
。

参
考
文
献

（
一
）
森
林
太
郎
『
鴎
外
全
集
』
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
年

（
二
）
山
崎
一
穎
三
生
を
行
く
人
」
新
典
社
、
一
九
九
一
年

（
三
）
富
士
川
瀞
「
筈
史
叢
談
』
昭
和
十
七
年
。

（
平
成
五
年
六
月
例
会
）

福
島
義
一
著

「
聞
き
書
き
・
医
者
の
み
た
阿
波
史
・
新
阿
波
医
人
伝
」

：

『
徳
島
大
学
医
学
部
史
』
第
一
巻
（
昭
和
六
十
一
年
）
、
『
眼
科
学
史
の
窓
」

（
昭
和
六
十
二
年
）
…
等
、
が
あ
る
。

そ
し
て
、
平
成
四
年
十
一
月
、
郷
土
医
学
史
の
研
究
に
貢
献
し
た
功

労
者
と
し
て
、
日
本
医
師
会
最
高
優
功
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

私
は
、
長
年
月
に
わ
た
る
著
者
の
不
断
の
研
究
に
よ
り
、
幕
藩
時
代
．

明
治
・
大
正
・
現
在
に
至
る
ま
で
の
多
く
の
貴
重
な
資
料
、
人
物
等
が

埋
も
れ
る
こ
と
な
く
、
医
史
学
的
に
解
明
さ
れ
た
、
と
思
っ
て
い
る
。

現
在
、
著
者
は
徳
島
市
医
師
会
史
の
編
蟇
委
員
長
と
し
て
尽
力
さ
れ

て
い
る
が
、
収
集
し
た
多
く
の
資
料
の
う
ち
、
医
師
会
史
に
は
掲
載
さ

れ
な
い
が
、
捨
て
る
に
は
惜
し
い
資
料
を
収
集
し
た
の
が
、
本
書
で
あ

プ
（
》
Ｏ

本
書
は
、
三
編
即
ち
、
一
、
史
編
聞
き
書
き
医
者
の
み
た
阿
波

史
二
、
探
編
徳
島
市
内
の
医
史
跡
探
訪
記
三
、
諄
編
史
謨
筆

の
た
わ
む
れ
に
大
別
さ
れ
て
い
る
が
、
各
編
に
わ
か
り
易
い
文
体
で

記
載
さ
れ
て
い
る
逸
話
は
、
三
十
五
以
上
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
逸
話
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
た
い
。

阿
波
藩
政
時
代
の
博
物
学
（
本
草
学
を
含
む
）
の
奇
書
（
名
著
）
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
『
阿
淡
産
志
』
五
十
七
巻
、
「
淡
州
出
品
筆
録
」
一
巻
、

『
阿
淡
産
志
目
録
」
一
巻
が
、
現
在
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
発
見
し
、
こ
の
編
集
に
携
わ
っ
た
方
々
と
そ
の
内
容
に
就

い
て
調
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
徳
島
県
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
文
化

財
を
、
百
余
年
振
り
に
見
出
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。

難
産
で
苦
し
む
主
婦
に
、
提
灯
の
柄
に
つ
い
て
い
る
鉄
鉤
を
利
用
し

て
、
胎
児
の
身
体
を
載
断
し
娩
出
し
た
結
果
、
無
事
母
体
を
救
う
こ
と
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